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	応用
	抗原情報
	背景
	機能：神経細胞のシナプス後層構造の一部。,類似性：SAPAPファミリーに属する。,細胞内局在：神経細胞のシナプス後層に存在。,サブユニット：DLG1、DLG2、DLG3、DLG4、AIP1のグアニル酸キナーゼ様ドメインと相互作用する。SHANK1、SHANK2、SHANK3のPDZドメインと相互作用する。DLG4とSHANK1、SHANK2、またはSHANK3との複合体を形成する。DLG4とBEGAINとの複合体を形成する。 DYL2およびLRFN1と相互作用します。,組織特異性：脳で発現します。,機能：神経細胞のシナプス後層の一部です。,類似性：SAPAPファミリーに属します。,細胞内局在：神経細胞のシナプス後層に存在します。,サブユニット：DLG1、DLG2、DLG3、DLG4、AIP1のグアニル酸キナーゼ様ドメインと相互作用します。SHANK1、SHANK2、SHANK3のPDZドメインと相互作用します。DLG4とSHANK1、SHANK2、またはSHANK3との複合体として存在します。DLG4とBEGAINとの複合体として存在します。DYL2およびLRFN1と相互作用します。,組織特異性：脳で発現します。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	DLGP1抗体を用いたHeLa細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	DLGP1抗体を用いたHepG2細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	SAPAP1ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

